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特集

工業原料鉱物

(その1)

まえがき

1.工業原料鉱物

日本か資源的に持派ざる国の五つであることはすでに

常識になっており持たざる圏の看板をかかげてから久

しい年月をへている｡事実わが国で消費する主要鉱

産物について見ても石油(輸入約3,000双1輸入依存率

98%)鉄鉱石(同約ユ韮50⑰万トン75邦)銅鉱石(同約

50万トン醐も)をはじめボｰキサイト肥料用カリ

鉱石｡燐鉱有｡工業塩などわカ掴工業の主食ともいう

べき大切な原料の海外依存率は驚くほど高いのである.

国内埋蔵量カミ比較的豊富な石炭も原因はいろいろあ

ろう秘今や斜陽産業の筆頭にあげられており最近で

は銅･鉛1亜鉛などのいわゆる非錬金属鉱業が貿易自由

化の影響を受けて第2の石炭に校るのでは姑･かと前

途を憂慮されるようになった.このことは地下資源

に関係する者はかりで匁く肩本人としてはなはだ残念

た事態といわ祖ければ扱らない.鉱床の大小優劣は

自然条件によるものでこのよう匁事態もある程度やむ

を得ないことであるがわれわれとしては国内資源は

でき偽る限り最大限に開発利用し狂ければならないと

考えるの秘当然であろう.ここに宥炭1金属に劣らず

重要な第3の資源鉱物として'工業原料鉱物が浮かび上

がってくる埴

工業原料鉱物類とはv'わゆる土有と呼ばれるものカミ

大部分でとくに新しい地下欝源では狂いかいくつか

の種類を除いてはあまり海外から輸入されることもな

くわが国の工業生産の伸びとともに伸びさらに次々

と新い'利用面カ欄発されて生産の上昇はいちじるしい

ものがある｡たゾこれらの工業原料鉱物は同じ地下

資源でありながらその存在のしかた採掘の方法鉱

石の処理法用途などがいささか異匁る危め｢鉱石｣

の仲間からはずされていたものか多い｡し柁かって大

学の鉱山学科地質学科扱どでもこの種拶)ものについ

ての研究は少狂いようであり講義も詳しくは行溶われ

てい荏い｡そのようなことから工業原料鉱物か新し

い資源であるかのように考えられることすらある.

安斎俊男

われわれの身辺に近いものの例として近頃の建設ブ

ｰムに乗って街頭でしばしば見られる｢セメント｣そ

れにまぜてコンクリｰトをつくる｢砂利｣｢砂｣を挙げ

て見るとセメントの主原料である石灰石はわカ幅で

は年間4,000万トンに達する産出があり竜メントを

はじめ製鉄化学工業などきわめて多方面の用途に供さ

れているが輸入は凄ったくない.セメントは年間約

2,000万トンの生産があるがロンクリτトにする場合

セメントに混ぜる砂利･砂の類はこれに数倍する量が

必要である､すなわち約1億トンの砂利･砂が消費

されているものと思われる.これは石炭の生産の約

2倍は達する大き狂ものであるかこれらがどこでど

のようにして採掘されているのか多くの人の関心力坊

いようである.

一般にこれらの土石類は値段の非常に安いものが多

く国内いたる所に豊富に存在する(実は必ずしもそう

でないものもある)と考えられており長距離を輸送する

ことはほとんどない.すなわち特殊なものを除いて

は海外から輸入することも狂いわけでいわゆる自由化

の影響を受けることもなく工業建設の発展とともに

目立たないながら着実に生産が上昇してきた.

ところ秘いわゆる無尽蔵でどこ虹でも豊當に賦存

すると思われがち匁工業原料鉱物資源も最近のような

急激な生産増加の前には必ずしもゆうゆ壮構えてい

ることができ匁くなるよう匁事態が現われはじめている.

代表的扱工業原料鉱物である石灰石について屍るとセ

メント鉄鋼など重工業の発展を反影して昭和26年の

約1,500万トンの産出(戦前の最高は約五､400万トン)カミ

35年には3,800万トン余と夏O隼閥に約2倍半虹増加し

た.きら1び召和45年ごろの必要数量は8亘◎⑪O万トンに

達する想うう&いわれている｡しかも近代工業の内容

はvlよいよ複雑高度化し原料に対する注文規格も

いよいよきぴしくなる一方である｡このような条件の

もとで現在に倍する生産を挙げるこをは容易祖こと

では扱い､従来のよ引ζ採榊へ運搬にも便利匁鉱床

だけに頼っていてはとうてい閥に合いそうも匁く今

後は山奥の不便な鉱床の開発に乗り出さなくては租ら

たく在るだろう｡�
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最近石炭や非鉄金属鉱業の不況とも関連して鉱業

関係者の多くカミ工業原料鉱物に注意をはらうようにな

ったカミわれわれは改めて工業原料鉱物について過去を

ふり返り現状を認識し今後どのようにしてこの資源

を有効に生かして行くかを考えて見る必要赫あると思う.

2.工業原料鉱物の発展と現状

土石の類が人類の歴史の初期から利用されてきたこと

はいうまでもないことであるカミそのようなことは別に

しても陶磁器の類壁土瓦石垣などわれわれの

生活に身近なものカミ古くから大量に利用されているカミ

これも土石類が比較的安く容易に手に入りやすいため

であって現在でもそれには変りカミない.

大きくわけてわが国で古くから利用されてきた土石

類は陶磁器用と土木建築用の2種類でありこの2種

の用途は現在でもきわめて重要な工業原料鉱物の需要部

門である.明治時代に入って各種の近代工業が導入さ

れてから第3の需要部門である高熱工業カミおこった.

その代表が鉄鋼業で大量の耐火材を消費し同時に石

灰石螢石等の溶剤を必要とするものである.また土

木建築工業も一新し壁土や石灰に代わってセメント

ガラスなどを使うようにたった.大正から昭和にかけ

て第4の需要部門である化学工業カ茎発展し石灰石

硫化鉱などが多方面の用途に供されるようになった.

しかしこれらの期問を通じてこれらの工業原料は狂

お容易に入手できる原料であり原料鉱物の採掘場所は

鉱山とはちがうものと考えられていた.これらは原

料を使用する工場の付属原料供給所であったりあるい

は工場の下請原料供給者であったりして独立した鉱山

の性格をもつものはきわめて少たかった.

工業原料鉱物のうちにはその産出の状況や鉱石の性

質などいろいろの理由から金属鉱石と同様にとりあつ

かわれてきたものがいくつかある.硫黄硫化鉄鉱

石綿石膏黒鉛螢石などカミそれでこれらは以前

から鉱業法の鉱物と規定され鉱床学や鉱山学の上で

も金属鉱床と同列にあづかわれている.こ㌧でゆう

鉱物らしくない工業原料資源とはこれら以外のものを

指すわけである.

戦後アメリカ軍駐留時代に天然資源局がわカミ国の

資源についてかなり詳しい調査を行なったカミいわゆる

工業原料鉱物資源については地質学的資料も統計資料

もほとんど無くてこれには驚いたらしく強い要望も

あって鉱業統計課の発足と時を同じくして鉱山局で

も工業原料鉱物を取り扱うように狂った.当時国土

の再建は輸出からというのでとくに陶磁器原料の調査

カミ感んに行なわれ.徐々にではあるが各種の資料カミ集

積されるようになった.

昭和26年鉱業法の改正にあたって多くの反対意見

もあったカミ石灰石ドロマイト耐火粘土珪石

長石ろう石滑石カミ法定鉱物として追加され同時に

採石法が新しくつくられて多くの土石類の採掘に関係

する法律的裏付けが一応でき上がった.

追加指定された鉱種はいずれも順調に生産増加の道

をたどっているカミ個々の鉱山については規模設備

等で一流鉱山の仲間入りをしたものも多い反面たお

昔ながらの土石採取的なものも数多く残っている.し

かしいずれにしてもこれらの鉱種の法定鉱物への追加

によって工業原料鉱物への関心カミ高まりあらゆる面

で知識が広がったのはいちじるしい事実である.

昭和26年から現在に至る約10年間はいうまでもなく

日本の工業生産の一大飛躍時期であった.この中でと

くに工業原料鉱物と関係の深いものについてここに列

記してみる.各種の工業のうち基幹ともいうべき鉄

鋼業と道路建築等の土建業はこのなかでもとくに

発展カ茎目ざましくしたカ主って工業原料鉱物の需要も

v'ちじるしく増加した.

鉄鋼に関係の深い工業原鉱料物は次のとおりである

1)石灰石螢石珪肩………･融剤

2)ドロマイト耐火精土クロム鉱ろう石

マグネサイト珪肩……･…耐火材

3)珪砂ベントナイト･………型材

以上のうちマグネサイトはわカミ国に産出がなく輸

入しているが海水からマグネシアを抽出する工業が発

展しているので今後の輸入は次第に減少しよう.螢

石は必要量の約90%クロム鉱は同じく約50%を海外に

依存している.また耐火粘土は一部高品位鉱を輸入

している.

次に土木建築等に関係のある毛のは

1)石灰石肩膏軟珪石･セメント

2)砂砂利砕石膨張頁岩等…･骨材道床

3)珪砂･板ガラス

4)ドロマイト石膏･壁材

このほかに各種の石材がある.以上のうち珪砂

石膏は必要量の10～20%を輸入し石材のうち大理石な

ども輸入が多い.�
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陶磁器産業は引き続き重要な輸出産業として順調であ

るが陶磁器原料の主要なものとして蛙目木節粘

土カオリン陶石ろう石長石等が盛んに採掘され

ている.これらのうち高級磁器用のカオリンはほと

んど海外に依存している.カオリンについては陶磁

器のほか製紙工業等で大量に使用される.製紙をは

じめゴム紡績農薬等の工業ではカオリンろう石

絹雲母滑石だとの粘土類の微粉末をフィラｰまたはキ

ャリアｰとして多量に使用するが最近この種の用途は

ますます拡大されまた粘土鉱物学の進歩等により微粉

末の性質が次第に明らかにされその品位の区分も多岐

にわたるようになってr粉剤科学｣あるいはr粉剤工

業｣ともいうべき1分野カミ生まれるに至ったこれら粉

末剤のうちとくに高級品は多く海外原料に依存してい

たカミ処理方法の進歩合理化によって国内産原料も

広く利用されるようになっている.

化学工業肥料工業の分野で必要な石灰石ドロマイ

ト硫化鉄鉱蛇紋岩などはわカミ国では最も豊富な資

源であって開発もよく進んでいるが一方カリ鉱燐

鉱工業塩電極用黒鉛などの重要原料か大きく不見し

ていて大量に海外から輸入されてv'る.

以上おも匁工業原料鉱物の現況を大略荏がめて見ると

カリ鉱燐鉱のように現在わが国にはほとんど存在し

ないしまた将来も発見される可能性のほとんど狂いも

のは別としてかたり多くの種類のものか何とか自給

できる態勢にあるといえよう.

これをとりまとめて見るとわカミ国の工業原料鉱物

(岩石)の主体をなすものは次の4種である.

1)炭酸塩鉱物(石灰石ドロマイト)

2)粘土質鉱物(耐火粘土カオリンろう肩等)

3)珪酸質鉱物(珪石珪砂等)

4)岩石類(石材砕石膨張頁岩等)

これらのうちでとくに目立つのは堆積性岩石の多い

ことで地質単位の小さいわが国では比較的大きい鉱

体を形成するものでありいわゆる｢鉱床｣という概念

とは異なったものであることがわかる.

3一工業原料鉱物の今後の問題

工業原料鉱物は先にも述べたとおりわカミ国でも比

較的恵まれた資源であり現在までのところ順調に開発

されてきた.しかしいつまでもこのよう恋状態にあ

るとは考えられない.いくつかの鉱種では資源的に

不安恋ものがありまた石灰石のような大きな資源で

も条件のよい所はほとんど開発され今後はかたり条

件の悪いものまで開発し注くてはならないのではない

かと思われる.また工業原料鉱物の用途は次々

と拡大して行く一方でこれを利用する工業の高度化に

よって各種の原料配分はますます複雑厳密に祖りつ

つある.したがって原料部門もこれに対応して質的

量的に向上をはからなければやがては多くの面で行き

詰まりに直面することと思われる.

近頃鉱業関係の人から｢肩炭や金属が不況なので

白いものでもやってみょうか｣といった声を聞くこと

があるが工業原料鉱物もそれ自体いろいろの問題をか

かえているのでこれらの点についてよく検討し認識

を得ることがまず必要であろう.

はじめに記したように工業原料の鉱山は一般に製

造工業の注文に応じて原料を供給する下請けのような性

格がありかつ鉱石品位の区分が複雑であって同一

鉱石でもある工場では使用するが他の工場では使用

できないようなことがしぱしばおこる.また鉱石品

位については一般の化学分析以外の多くの物理性化

学性について試験する必要がありものによっては製造

試験を行柱わなくては適否を決定できないことがある.

しかも現在わが国にはこのような品位試験を工業原

料鉱物全般にわたって総合的に行なう機関は存在しない

のである.

このことが工業原料鉱業における最大の難点であり

その発展を粗害している大き荏原因と考えられる.現

在ではたとえば新しい粘土鉱床を開発しようとする

場合に鉱石の化学分析やX線試験はできるにしても

実際にはこれを使用するであろう耐火レンガ陶磁器

あるいは製紙等の工場で試用テストをしてもらって

月に何トン必要であるというところまで行かないと開

発が考えられないよう泣状況にある.また総合的な

試験研究機関が狂いために金属鉱業におけるよう祖進

歩した選鉱はほとんど取り入れられていない.一部の

粘土鉱山などではかなり進んだ選鉱工程を取り入れて

いるか全国的にはほとんど選鉱が行なわれてい狂いた

め処理法によっては開発利用の道があると思われる大

量の鉱石が放置されてv'る状態にある.このことは逆

に長い実積をもつ鉱床の特定の鉱石はr安心して使

える｣と考えられr何々陶石｣r何々精土｣といった多

数の銘柄ができ上がって鉱石の品位区分をいよいよ複

雑にする原因となっている.

工業原料鉱物は比較的資源的に恵まれたものが多く

また最近とくに重要性が認識されるようになって成長を�
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つ“けてはいるカミ内容的には現在のところかなり後進

的な要素カミ多いようである.将来量的質的にさら

に向上をはかるには多くの問題を解決して行く必要が

あろう.次にそれらをあげてして見ると

①探査促進

金属鉱床に比べ探査は量的･質的にはるかに小さい

②採鉱の近代化

肩灰石の一部などでは非常に近代的なものもあるが全

休としては水準が低いようである鉱床規模の小さいも

のあるいは小鉱区密集地などでも合理化が必要である

③選鉱

選鉱はあまり行なわれていないが品質管理の上からも促

進が望ましい粘土瑳砂などではとくに必要のよう

に思われる

④品質試験

総合的試験機関ができることが最も望ましいが少なくとも

原料側で鉱肩品位の区分を明確にし各橦の鉱右それぞれ

を最も適当な用途にふり向けるようにすることが望まれる

⑤低晶位鉱の利用

前記の選鉱と品質試験が進めば膨大な低品位鉱の開発が

可能と思われる

⑥未利用資源の利用

熔成燐肥における蛇紋岩最近話題の膨張頁岩ゼオライ

トなどはそのいちじるしい例であろうが今後このよう

な未利用資源の活用はますます増加してくると思われる

等である.以上のようなことが実現されれぱ工業

原料鉱物利用の将来はますます開けてくるものと考えら

れるまたわが国だけでなく東南アジア諸国でも自国

の工業原料鉱物資源の開発にはか恋り力を入れはじめて

いるようである.できるだけ多くの人カミエ業原料鉱物

に深い関心を寄せられることを希望する次第である.

(筆者は非金属課長)

瀬戸市松原鉱山付近の珪砂層の露天掘

ブルドｰザｰにより採掘能率は向上している

(東海工業KK提供)

叢,

濠一

瀞盗,穣

兎

,燃一

花陶岩源の珪砂が浅瀬に推積し

カムラン湾(ペトナム)の珪砂

布機酸などで純化されたものと考えられている

世界的に良質枚珪砂である

(旭ガラスKK提供)�


